
内容

1.「住民主体で提供される生活支援サービス（サービスB）」や「助け合い活動啓発チラシ」について説明。

・サービスBについては、今年度末に実施の有無、開始時期、概要について結論出ることを説明。

・助け合い活動啓発については、話を聞きたい団体の紹介をいただければコーディネーターが出向き説明行うことを説明。

2.かごしま地域健康支援工房より、かごしま地域健康支援工房で展開している事業概要の紹介。

・かごしま地域健康支援工房と南風病院が連携して取り組んでいる健康寿命延伸産業創出推進事業(生涯現役　SEGODON　育成

推進事業）の概要説明。

・姶良市で実施している短期集中C型を今後吉田地区で実施できないか検討中。

・地域のサロンで体力測定実施。今後サロン参加依頼いただき、ネットワーク強化に繋げたい意向。

3.見守りネットワークの情報収集や意見交換。

・吉田地区の要支援認定者数や要介護認定者数について説明。

・見守りメイト数が地域によってばらつきがあることや見守りメイトが不在の地域があることを説明。

・校区毎に福祉アドバイザーが配置されていたり、青パトが稼働している地域があるが、見守りが必要な方の情報がないので

どこを回ればよいか分からないと委員から意見あり。→平成31年1月26日の福祉アドバイザー会議に包括出席し、包括の機能

や役割について説明し、今後連携強化や見守りネットワークの構築を目指すことを説明。

今後の課題など

・会議やお達者クラブ等で見守りメイト事業の案内を行い、事業の周知やメイト数の増加を図る。

・福祉アドバイザーが生活支援を行うことでサービスBに繋がるかについて、生活支援コーディネーターで検討、今後回答いた

だく。

開催場所 吉田福祉センター第3会議室

参加者

校区社協：5人、NPO：1人、居宅介護支援事業所：1人、吉田保健福祉課：1人、地域包括支援センター職員：6人

総数 14 人

【結果】

開催日時 平成30年12月18日 10:00 ～ 11:10

内容

テーマ

1.第2回介護予防・生活支援サービス事業者協議会の報告

2.かごしま地域健康支援工房の取り組み

3.見守りネットワークの見える化

目的
地域包括支援ネットワークの構築、地域課題の発見、地域づくり・資源開発

概要

1.「住民主体で提供される生活支援サービス（サービスB）」や「助け合い活動啓発チラシ」について説明。

2.かごしま地域健康支援工房で展開している事業概要の紹介。

3.見守りネットワークの情報収集や意見交換。

開催場所 吉田福祉センター第3会議室

参加者

校区社協：5人、NPO：1人、居宅介護支援事業所：1人、吉田保健福祉課：1人、地域包括支援センター職員：6人

総数 14 人

地域ケア推進会議

鹿児島市地域包括支援センター　吉田

【計画】 作成担当者： 笹田　美香

開催日時 平成30年12月18日 10:00 ～ 11:10


